
 Chin.動的理解 ～感覚と機能  抜粋 

 

 

＜感覚＞ ～のような。 感じる。 ～の感覚。 ～い痛み。 ～感。 

 

総体： 破裂しそうな。 

 

頭部： 破裂しそうな。ずきずきする。脳があちこちにはねるような。打撲したような。 

 

目： 塩が入ったようなひりひりする。砂が入ったような刺されるような。 

 

耳：刺されるように。 

 

鼻：熱い。激しい。 

 

口： 灼熱感。 

 

胃： 冷たい感覚。ごろごろいう。 

 

腹部：お湯が流れ落ちるかのような。 

 

呼吸器： ガラガラいう。窒息しそうな。ひりひり。 

 

首・背中：石があるような。鋭い。ナイフのような。圧迫感。 

 

四肢： まるで肩に重たいものが載っているような。ベルトで締め付けられているような。 

氷のように。捻挫したかのような。 

 

熱： びしょぬれになるような。 

 

 

 

 

＜機能／動詞＞ ウ行で終わる。 否定形含む。 

 

総体：衰えさせる。弛緩および虚脱を生じる。衰弱し、過敏で神経質になる。黒くなる。 

視力を失う。気が遠くなる。  

 

精神：軽視する。不幸であるという。迫害されているという。突然泣き出し、転げまわる。空想にふ

ける。勇気がない。精神統御を失う。  

頭部：後ろに倒れる。 



 

目：眠気からくる。読み書きすると目が痛む。 

 

耳：頭痛を伴う 

 

顔：皺が寄っている。 

 

口：塩辛すぎる。唾液分泌が続く。 

 

胃：さまざまなものを欲求する。すぐに満腹を感じる。満腹感がある。いくらかの食欲と通常の味

覚が戻る。 

 

腹部：やわらがない。眠たくなる。顎と鼻が冷たくなり、呼吸が速くなる。 

 

男性：みだらな空想を伴う。ひどい衰弱が後に続く。珍味への欲求を伴う。 

 

女性：凝結している。膨張を伴う。黒っぽく感じられる。失神痙攣を伴う。 

 

呼吸器：呼吸できない。動悸を起こさせ、一息入れさせる。 

 

心臓：動悸を起こさせる。 

 

四肢：発汗を伴う。 

 

皮膚：圧迫でやわらぐ。 

 

睡眠：恐怖が残る。 

 

熱：胸から始まる。 


